
平成２６年度 租税教育に関する研究発表要項

平成２６年１１月１２日(水)

岩沼市中央公民館

山元町立坂元中学校

教 諭 渡邊 淳一

１ 研究主題

「将来の納税者としての意識を育む税金学習」

２ 主題設定の理由

(１)教師自身の経験から

以前北税務署管内において，租税モニターを２年間努めさせていただいたことが

あった。座談会において様々な業種の方々と租税について話し合いを行った。話題

は多岐に渡ったが，その中で，学生期の早い時期において税金に関する学習を積極

的に取り入れていくことが説かれていた。また，私自身が税金に対してマイナスの

イメージを抱いていたが，租税教室をしていただいた中で，将来を見据えた望まし

い納税者の育成を強く感じたことがあった。

(２)租税教育に関する座談会から

過日行われた座談会の中で大人社会において，税金が正しく納められていないこ

とや税金に対して極端にマイナスのイメージが抱かれていることが話題の１つとし

てあげられた。そのようなことを踏まえた上で，租税教育を通して育みたい生徒像

として，中学校段階において「望ましい納税観や納税者像」を育成する必要性を改

めて感じた。

(３)生徒の実態から

アンケート結果の調査(別紙に記載)から，生徒の税金に対する既存の知識は総じ

て，あまり高いとは言えない。また，税金に対するイメージも「無理矢理とってい

る 「無駄遣い 「少し損をする」等あまりよいものとは言えない実態が伺えた。将」 」

来の納税者としての意識を高めるためにも本研究を通して，税金の知識だけではな

く，税金の必要性等，自分で考えて，グループや全体で話し合うことが重要である

と考える。

(４)これまでの税金学習の課題から

中学校社会科では１年生歴史的分野で奈良時代の「祖・調・庸 ，２年生歴史的」

分野で明治時代の「地租改正 ，３年生公民的分野では地方自治の「地方財政 ，国」 」

民生活と福祉の「政府の財政 「租税収入 「社会保障制度」等，税金に触れる内容」 」

が随所にある。しかしながら，そのほとんどの内容は税金に関する用語を理解する

ことにとどまり，将来の納税者を見据えて税金の意味や役割について考えたり，話

し合うということが皆無に等しいという課題が残されていた。
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以上４つの観点から，中学校段階において，将来の納税者としての意識を育む必

要性があると考え，本研究主題を設定するに至った。

３ 研究目標

将来の納税者としての意識を育む授業の具体的な手立てを提案する。

４ 研究方法

(１)生徒の税金に対する事前調査を実施し，実態を把握する。

(２)実態を基にした授業実践を行う。

(３)授業実践の中で出された生徒の発言やノートへの記述内容から変容を考察する。

５ 研究計画

７月 意識調査

９月 実践授業

１０月 実践授業 研究のまとめ

１１月 研究発表

６ 研究概要

(１)生徒の実態 ３年生 男子１３名 女子１２名 計２５名

事前調査の結果（税金に関するアンケート ２５人回答）

１ 税金という言葉を聞いて思い浮かべることは何ですか。(税金のイメージ)

納めるのが大変

政府が国民に義務を課して，無理矢理とっている

なんで税金を払わなければならないのか

自分は少し損をする

売っている物がなぜ買うときに高くなるのか，そこからまず疑問だった

嫌でも国から取られるけど無駄遣いされるお金

ニュースで悪用が報道されるこうが多いもの

物を買うときに取られる無駄なお金

生活保護や公共サービスなどに必要なお金

公共施設を作るお金

２ 税金とは何ですか。知っていることを書いてください。

国に納めるお金

国に払うお金

物を買うときに払うお金

国のお金

国の予算となるお金

国民の負担になる金

３ 納税者という言葉を知っていますか。

知っている ８ 知らない １６



４ ３で知っていると答えた人に聞きます。納税者とは何ですか。知っていることを書いてくださ

い。

税金を納めている人 １

５ 担税者という言葉を知っていますか。

知っている ２ 知らない ２２

６ ５で知っていると答えた人に聞きます。担税者とは何ですか。知っていることを書いてくださ

い。

税金を担っている人

７ 直接税という言葉を知っていますか。

知っている ２ 知らない ２２

８ ７で知っていると答えた人に聞きます。直接税とは何ですか。知っていることを書いてくださ

い。

言葉だけは知っている。

９ 間接税という言葉を知っていますか。

知っている １ 知らない ２３

10 ９で知っていると答えた人に聞きます。間接税とは何ですか。知っていることを書いてくださ

い。

言葉だけは知っている。

11 累進課税という言葉を知っていますか。

知っている １ 知らない ２３

12 11で知っていると答えた人に聞きます。累進課税とは何ですか。知っていることを書いてくだ

さい。

言葉だけは知っている。

13 消費税とは何ですか。知っていることを書いてください。

物を買ったときに払う税金 ６

消費する税金 ４

物を買ったときにつく税金 ４

その物の必要なお金 １

１の質問に対しては，全体的にマイナス的なイメージの回答が多く見られた。これ

らについては，日常生活の中で税金の意味や役割を見聞きする体験が少ないと考えら

れる。

２の税金の意味については，多くの生徒が各個人毎に理解している内容について，

記述することができていた。これは，日常生活において，税金に関して見聞きする体

験から理解しているものと考えられる。

４・６の納税者や担税者の意味については，ほとんどの生徒が記述することができ

なかった。唯一納税者とは「税金を納めている人 ，担税者とは「税金を担っている」

人」と記述している生徒はいたが，これらの用語を日常生活の中で，見聞きする体験

がなかったと考えられる。

８・１０・１２の直接税や間接税，累進課税の意味については，ほとんどの生徒が

記述することができなかった。先述したように生徒は税金の意味については各個人毎



に理解してはいるようだが，直接税や間接税，累進課税といった用語については，税

金の種類や所得に関わる用語を指すものであり，日常生活において，見聞きする等の

体験による理解までには至っていないものと考えられる。

１３の消費税の意味については，多くの生徒が各個人毎に理解している内容につい

て，記述することができていた。これは，日常生活において，担税者として実体験を

通して理解しているものと考えられ，身近な問題としてとらえている意識の高さが伺

える。

， 。総じて生徒の税金に関する既存の知識は あまり高いとは言えない実態が見られた

(２)指導計画(６時間)

時 主な指導内容 指導上の留意点

日本の税金の歴史について，振り

返る。

○日本にはどのような税金があ ・机間指導で教科書の税金の記述にアンダー

１ っただろうか。 ラインを引かせる。

・日本の税金の歴史について，振

り返らせ，その歴史的変遷につ

いて確認させる。

財政や税金の使い道について関心

をもつ。

○税金はどのように使われている ・机間指導で統計グラフの項目を１つずつ確

２ のだろうか。 認させる。

・財政について関心を持たせ，税

金の使い道について身近な問題

として追究させる。

資料から公共サービスについて読

み取る。

○資料にはどのような公共サービ ・机間指導で資料から公共サービスに関係の

３ スがあるのだろうか。 あるものを選ばせる。

・公共サービスについて読み取ら

せることで，政府の役割に気付

かせる。

税金が必要な理由について，考え

４ る。

○なぜ 税金は必要なのだろうか ・机間指導でノートを基に前時までの既習事， 。

実 ・税金が必要な理由について，社 項を想起させ，考えさせる。



践 会保障や公共サービスの側面を

１ 根拠として考えさせ，文章でま

とめさせる。

税金の是否について話し合う。

５ ○税金は，本当に必要なのだろう ・資料を基に税金の是否について，自分の考

か。 えをノートにまとめさせる。

実 ・税金の是否について，適性に使

践 われている事実や無駄に遣われ

２ ているとされる事実を基に話し

合わせる。

日本の社会保障制度について理解

する。

○日本にはどのような社会保障 ・机間指導で教科書の社会保障制度の表を１

６ 制度があるのだろうか。 つずつ確認させる。

・日本の社会保障制度のあらまし

について理解させ，基本的・基

礎的知識を身に付けさせる。

(３)実践概要１ 社会科(公民的分野) ３年生

学習内容 税金が必要な理由について，考える。

学習目標 税金が必要な理由について，社会保障や公共サービスの側面を根拠と

して考え，文章でまとめることができる。

学習課題 なぜ，税金は必要なのだろうか。

学習活動１ 資料①を見て，前時までに学習した税金の種類について，想起し発表

する ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料①。

生徒の反応 ・所得税 ・法人税 ・酒税 ・消費税

学習活動２ 納税者と担税者が一致する税金，一致しない税金について想起し，

発表する。

生徒の反応 ・直接税 ・間接税

学習活動３ 資料②を見て，日本にある税金の種類の多さについて知る ・資料②。

学習活動４ 資料③から平成２６年度の国の一般会計当初予算(歳入)について知る

・・・資料③

， 。生徒の反応 ・租税 印紙収入・・・約５０兆１０億円 全体の約５２％を占める

教師の説明 これだけの税金が集まるということは，税金が必要だということです

学習 課題 なぜ，税金は必要なのだろうか。



学習活動５ 税金が必要な理由について，自分の考えをノートにまとめる。

学習活動６ グループになり，自分の考えを発表し合う。

学習活動７ 全体でグループ毎に考えを発表し合う。

生徒の反応 ・働けなくなった人にお金をあげるため ・・・・・・・・・資料④。

・学校や教科書をつくるため。

・国の借金を返すため。

・収入と支出のバランスを保つため。

・税金がないと国民の生活が大変だから。

・いろいろな施設を建てるため。

・税金や公立の病院や道路などがつくられているため。

・子どもが教育を受けられるようにするため。

・毎回通行料をはらわなければならなくなる。

学習活動８ 資料⑤から税金が必要な理由について，確認する ・・・・・資料⑤。

学習活動９ 今日の学習を通して，分かったことや考えたことをノートにまとめる

生徒の反応 ・税金で公共施設などがつくられているということが分かり，税金は

必要だということをあらためて感じました ・・・・・・・資料⑥。

(４)実践概要２ 社会科(公民的分野) ３年生

学習内容 税金の是否について話し合う。

学習目標 税金の是否について，適性に使われている事実や無駄に遣われている

とされる事実を基に話し合うことができる。

学習課題 税金は，本当に必要なのだろうか。

学習活動１ 前時の学習を想起し，国民の生活にとって税金が必要であることを確

認する。

学習活動２ 資料⑦を見て，税金が無駄に遣われているとされる事実について知る

・・・資料⑦

学習 課題 税金は，本当に必要なのだろうか。

学習活動３ 税金は本当に必要なのか否かについて自分の考えをノートにまとめる

学習活動４ グループになり，自分の考えを発表し合う。

学習活動５ 全体でグループ毎に考えを発表し合う。

生徒の反応 税金は必要 ・施設や生活保護ができなくなる ・・・・・・資料⑧。

・自己負担が多くなる。

・国がなりたたなくなる。

・税金がないと生活が苦しかったり，必要な施設を作れ

なくなり困るから。

・自分が働けなくなった時に，貯金だけで生活すること



が難しいから。

・税金の無駄遣いや税金を私的に使うといった問題が生どちらとも言えない

じるから。

・税金は必要だけど使っていないお金があるのだから，

あまり税金をとらなくてもいいと思う。

学習活動６ 今日の学習を通して，分かったことや考えたことをノートにまとめる

生徒の反応 ・税金は，自分たちの生活を成り立たせたり，公共の施設や道路，線

路などを作るために必要だと思います。でも，適切な使われ方がさ

れていなかったりしている分の税金は無駄になってしまうので，適

切な使い方をしてほしいと思います ・・・・・・・・・・資料⑨。

学習活動７ これまでの税金の学習を通して感じたことや考えたことをノートにま

とめる。

生徒の反応 ・今まで税金は意味もなくとられていたと思っていたが，本当は国が

成り立つために必要だということが分かった ・・・・・・資料⑩。

８ 研究の成果と課題(○成果 ●課題)

本実践において，研究主題「将来の納税者としての意識を育む税金学習」から得

られた成果と課題として，以下の点があげられる。

○税金の種類や国の一般会計予算の資料を基にして，税金が必要な理由について，

考えることができた。(実践１)

○グループ学習を通して税金が必要な理由について，話し合いを深めることができ

た。(実践１)

○税金の是否について，適性に使われている資料や無駄に遣われているとされる資

料を基にして，その必要性について考えることができた。(実践２)

○グループ学習を通して税金の是否(必要性)について，話し合いを深めることがで

きた。(実践２)

●資料やグループ学習により，税金が必要な理由やその是否(必要性)について考え

たり，話し合いを深めることはできたが，将来の納税者としての意識を育むこと

はできなかった。

９ 今後の展望

・今後は１２月に３年生公民的分野「地方自治」の単元において「地方財政」を取

り扱う予定であるので，この学習においても積極的に税金について学習させ，課

。題として残された将来の納税者としての意識を育ませるよう実践したいと考える

・１，２年生の歴史的分野においても奈良時代の「祖・調・庸」や明治時代の「地

租改正」等，随所で税金に関する学習を取り上げることで，３年間を見通した系

統的な実践を積み重ねていきたいと考える。
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資料②

資料③

（ ）国の平成２６年度一般会計当初予算 歳入

租税・印紙収入（ ）円 全体の約（ ）％

※印紙収入とは・・・印紙税によって得られる収入。印紙税とは文書にかかる税金

出 典

http://ichiranya.com/politics_economy/003-tax.phpを筆者が加工したもの

https://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/gakushu/hatten/page03.htm(国税庁ＨＰ)
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資料④
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資料⑤

出 典 改訂中学校学習指導要領準拠 社会科資料(公民的分野)

平成２６年度「わたしたちの生活と税(北海道版)」北海道租税教育推進協議会

資料⑥



資料⑦その１ 

 

 

 

                

 

 



資料⑦その２ 
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資料⑧
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資料⑨

資料⑩
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